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スマート販売機 らくらく申請ガイド



食品販売に関する「保健所届出」と「衛生管理者」について

冷蔵・冷凍など温度管理が必要な食品（要冷蔵・要冷凍表示のある商品）を販売する場合、食品衛

生法に基づき保健所への「食品等販売業」の届出と「食品衛生責任者」の登録が必要となります。

スマート販売機は、HACCPに基づく温度管理・期限監視・証跡保存を自動化し

遠隔監視により24時間管理を行う仕組みを搭載しています。

そのため、日常の衛生管理や監視業務はシステムが24h/365日、自動で対応します。



保健所に出すのはこの2つだけ！

ここがポイント！

「許可」じゃなくて「届出」だから審査なし！受理されたらすぐ開始できる！

食品販売業

届出書

インターネットから申請OK！

厚生労働省のシステムを使って

スマホやPCから簡単に

提出できます

食品衛生責任者の

氏名

講習修了証を添付するだけ！

講習を受けた人の名前と

修了証のコピーがあれば

それでOKです
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食品販売業 届出1
パソコンで申請！

食品衛生申請等システム



パソコンで申請！
食品衛生申請等システム

食品衛生申請等システム

ログイン ID

パスワード

ログイン

gBizIDを使う方法

法人・個人事業主むけの共通ID

1つのIDで多くの行政サービスに使える！

取得には印鑑証明書が必要（約2週間）

システム独自の
アカウント

メールアドレスがログインIDになる

その日すぐに登録できる！ お急ぎの方はこちらが便利です

https://ifas.mhlw.go.jp/faspte/page/login.jsp
ログインは
こちらから



届出の手順はこの5ステップ！

アカウント作成

システムにアクセス！

メアドとパスワードを登録するだ
け

→ 確認メールのURLをクリックし
て完了

ログインする

IDとパスワード入力

登録したメールアドレスとパスワ
ードでシステムに入ります

「届出」を選択

ボタンを押すだけ

「営業の届出」ボタンを押す

→ 次に「新規届出」を選択しま
す

情報を入力

お店の情報を入力

施設名・住所

食品の種類

責任者の名前・資格

衛生管理の取組

確認して登録！

これで完了です！

管轄保健所に自動通知され
ます

→ 約1週間で受理されます
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食品衛生責任者

講習会を受ける

所要時間 1日（約6時間）

費 用 約1万円

申込先 各都道府県の食品衛生協会

既存の資格を活用する

対 象 調理師、栄養士、製菓衛生師など

手続き 申請のみで即日対応可能

費 用 無料（申請手数料のみ）

いない場合

ここがポイント！

講習を受ければ誰でも取得できます！特別な知識や経験は不要です

いる場合



どんな商品が届出対象？

冷蔵・冷凍が必要な食品を扱う場合は届出が必要です

※迷った場合は保健所にご確認ください

届出が必要！

牛乳・乳製品 肉類（包装）

魚類（包装） 弁当・惣菜

野菜・果物 生菓子

「要冷蔵」「要冷凍」の表示がある商品

届出不要！

カップ麺・袋麺 お菓子（常温）

缶詰 調味料

飲料（常温） パン（常温）

「常温保存」と表示がある商品
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温度管理の自動化

24時間監視・記録
冷蔵/冷凍切替対応

期限監視の自動化

期限切れ即時検知
販売自動ブロック

証跡保存の自動化

全ログをクラウド保存
監査対応を即時化

異常時自動対応

故障・停電時に
即時ロックで安全確保

HACCP・食品衛生法に完全準拠した

日本初の『完全無人』販売技術

食品衛生法準拠 特許取得済み 完全無人化運営

スマートリテール：HACCP規定遵守のための自動機能



なぜHACCPシステムが重要か

市場背景・ニーズ

人手不足の深刻化

労働力不足により、有人店舗の維持

や監視業務の継続が困難に。

24時間ニーズ

ライフスタイルの多様化に伴い、深夜・

早朝の購買需要が増加。

監査・規制強化

HACCP義務化に伴い、保健所の監

視や記録管理の要求が厳格化。

食品ロス削減

SDGs観点からも、廃棄ロスの削減と

効率的な販売が社会的義務に。

従来の課題

手作業の限界

温度記録や期限チェックが人手頼み

で、記入漏れやミスの温床に。

改ざんリスク

紙の記録簿は事後修正が可能で、信

頼性の担保が困難。

監査負荷

立入検査時の資料準備や説明に多

大な工数が発生。

高コスト構造

24時間監視のための人件費が利益

を圧迫し、運営継続が困難。

スマートリテールの解決

常時監視

センサーとサーバ連携で、温度・状態

を24時間365日休まず監視。

自動記録

全データをクラウドへ自動保存。人の

手を介さず正確な証跡を確保。

自動抑止

異常時は即座に扉をロックし、販売を

物理的に停止。

人手を介さず

24時間365日の

法令遵守

導入効果

事故予防

危険な状態での販売を未然に防ぎ、

食中毒リスクを極小化。

法令順守の担保

客観的な証跡データにより、監査や法

的要求に即時対応可能。

コスト削減

監視業務の無人化により、運用コスト

を劇的に圧縮。

信頼性向上

「安全な無人販売」ブランドの確立に

よる顧客満足度向上。



https://www.youtube.com/watch?v=HtJ76EAtT_k

【スマート販売機 保健所届出ガイド】

https://www.n-shokuei.jp/outline/sisho.html

【公益社団法人 日本食品衛生協会】




